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平
成
二
十
二
年
度
生
駒
市
自
治
連
合

会
第
二
回
全
体
集
会
を
一
月
二
十
七

日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
自
治
連
合
会
で
は
、「
地

域
力
の
向
上
に
向
け
て
」
を
大
き
な

テ
ー
マ
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

「
市
民
自
治
」「
防
災
」
に
つ
い
て
の

テ
ー
マ
別
部
会
を
立
ち
上
げ
、
新
規
事

業
と
し
て
、「
地
域
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
事
業
補
助
金
制
度
」
を
設
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
体
集
会
は
、
そ
の
総
ま
と

め
と
し
て
、「
市
民
自
治
」「
防
災
」
の

各
部
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
状
況

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

事
業
補
助
金
制
度
」
に
採
択
さ
れ
た

「
映
画
な
ど
で
一
日
を
楽
し
く
過
ご
す

会
」
に
つ
い
て
、
鹿
ノ
台
北
一
丁
目
自

治
会
が
、
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
数
の
自
治
会
長
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
各
自
治
会
間
の
情
報
交
換
、
情
報

共
有
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
後
に
は
、
地
区
別
会
議
も

行
わ
れ
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度

第
二
回
生
駒
市
自
治
連
合
会

全
体
集
会
を
開
催
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今
年
度
、「
市
民
自
治
部
会
」

を
立
ち
上
げ
、
市
民
自
治
協
議
会

の
設
立
を
め
ざ
し
て
、
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。

市
民
自
治
協
議
会
と
は

　

み
な
さ
ん
の
地
域
で
は
自
治
会

の
ほ
か
に
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
・

児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
、
多
数
の
団
体
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
市
民
自
治
協
議
会
と

は
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
、
相
互
に

協
力
し
、
地
域
の
課
題
を
自
分
た

ち
で
解
決
し
て
い
く
た
め
の
組
織

で
す
。

　

地
域
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る

各
種
団
体
が
連
携
す
れ
ば
、
地
域

の
課
題
を
よ
り
迅
速
に
、
き
め
細

や
か
に
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

高
齢
化
、
人
手
不
足
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
な
ど

の
理
由
で
、
地
域
で
の
活
動
が
困

難
に
な
る
前
に
、
継
続
的
か
つ
発

展
的
に
、
主
体
的
な
取
り
組
み
を

行
え
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
各
種
団
体
が
連
携
す
る
市

民
自
治
協
議
会
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

市
民
自
治
協
議
会
が
で
き
る
と

①
地
域
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
能
力
や
特
性
を
発
揮

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
各
種
団
体
が
協
力
す
る
こ
と

で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
多

様
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
個
々
の
団
体
で
は
解
決
で
き
な

か
っ
た
課
題
が
解
決
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

④
地
域
内
の
人
材
を
適
切
に
配
置

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
役
割

分
担
が
可
能
に
な
り
、
負
担
の

分
散
や
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑤
「
自
ら
の
住
む
地
域
を
良
く
し

た
い
」「
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
た
い
」
と
い
う
機
運
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
市
民
自
治
部
会
」
の
取
組

　

こ
れ
ま
で
に
、
部
会
を
三
回
開

催
し
、
一
月
二
十
五
日
に
は
、
各

種
団
体
を
対
象
に
し
た
説
明
会
に

参
加
し
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

十
二
小
学
校
区
ご
と
の
設
立
を

目
標
に
、
平
成
二
十
三
年
度
中
に

モ
デ
ル
地
区
で
の
設
立
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
自
治
会
が
中

心
と
な
っ
て
、
各
種
団
体
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
設
立
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

～自分たちの地域をより住みやすくするために～　市民自治協議会の設立に向けて

社
会
福
祉
協
議
会

警
察・消
防

Ｎ
Ｐ
Ｏ・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

障
が
い
者
団
体

青
年
協
議
会

民
生
児
童
委
員

老
人
ク
ラ
ブ

自
治
会

Ｐ
Ｔ
Ａ

市
民
の
意
識
の
高
揚

小
学
校
区
域
で
か
か
え
る
課
題
把
握（
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
）

市
民
自
治
協
議
会

自
治
会
と
各
種
団
体
と
の
協
働

ヨ
コ
＋
タ
テ
＝
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
組
織

●
自
立
し
た
・
強
固
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

●
地
域
内
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
・
住
民
相
互
の

　交
流
・
信
頼
関
係 行

　
　
　
　政

【小学校区市民自治協議会イメージ図】

福
祉
、交
通
安
全
、防
犯
・
防
災
、青
少
年
・
子
ど
も
の
健
全
育
成
、

環
境
美
化
、人
権
、文
化
・
芸
術
・ス
ポ
ー
ツ

財
政
的
支
援・人
的
支
援

地
域
づ
く
り・ま
ち
づ
く
り
提
案

市
民
自
治
部
会
の
報
告
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防
災
部
会
の
報
告

　

生
駒
市
で
は
、
平
成
二
十
二
年

九
月
に
、「
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、

自
治
連
合
会
の
テ
ー
マ
別
部
会

（
防
災
）
で
、
そ
の
プ
ラ
ン
を
具

体
化
す
る
上
で
の
問
題
点
が
論
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
災
害

弱
者
と
い
わ
れ
る
要
援
護
者
の
避

難
支
援
を
行
う
た
め
の
生
駒
市
の

指
針
で
あ
り
、
要
援
護
者
の
避
難

支
援
に
関
す
る
全
体
的
な
考
え
方

を
示
し
た
「
全
体
計
画
」
と
、
要

援
護
者
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
支

援
方
法
等
を
示
し
た
「
個
別
支
援

計
画
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
個
別
支
援
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
策
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
市
の
関
係

部
局
、
自
治
会
・
自
主
防
災
会
、

民
生
・
児
童
委
員
な
ど
が
連
携
し

て
、
地
区
（
自
治
会
な
ど
）
ご
と

に
、
具
体
的
に
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

テ
ー
マ
別
部
会
（
防
災
）
で
出

さ
れ
た
個
別
支
援
計
画
の
具
体
化

を
進
め
る
際
の
問
題
点
や
課
題
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
自
治
会
が
主
体
と
な
る
場
合
、

会
員
で
な
い
要
援
護
者
は
、
ど

う
す
る
の
か
。

◦
災
害
時
要
援
護
者
リ
ス
ト
の
管

理
・
更
新
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

◦
避
難
支
援
員
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

終
わ
り
に

　

具
体
的
な
個
別
支
援
計
画
は
、

来
年
度
以
降
、
モ
デ
ル
地
区
で

（
特
に
被
災
リ
ス
ク
の
高
い
地
区

か
ら
）
順
次
進
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
部
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

モ
デ
ル
地
区
で
の
実
施
と
と
も
に
、

先
に
揚
げ
た
問
題
点
や
課
題
を
解

決
し
、
各
地
区
（
自
治
会
）
で
の

個
別
支
援
計
画
策
定
の
た
め
の
一

助
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

部
会
で
多
く
の
問
題
を
掘
り
下

げ
て
み
る
と
、
避
難
準
備
情
報
発

令
の
段
階
で
も
人
命
に
関
わ
る
こ

と
で
も
あ
り
、
自
治
会
長
や
避
難

支
援
員
任
せ
に
し
な
い
自
治
会
・

自
主
防
災
会
と
し
て
の
災
害
に
対

応
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
、
今
後

必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

※
避
難
誘
導
・
大
規
模
災
害
発
生
時
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト（
部
会
案
）

避難準備情報発令（市長）

自治会災害対策本部の設置

（災害時要援護者）安否確認

防災役員への連絡

自治会長へ

災害時要員呼集

自主防災会・民生児童委員・各班
長・老人クラブ・PTA・関係諸団
体への連絡

避難支援員と災害時要援護者が
一緒に避難

 生駒市
災害時要援護者避難支援プラン概略図

市   民

 

  

要援護者  
高 齢 者

介護認定者

障がい者

乳幼児・妊産婦等

① 全体的な支援（全体計画）
② 個別避難支援プランを作成（個別支援計画）

・上記の中で第三者の支援がなければ避難できない者
・リスト掲載に本人の同意があった者
 ＝災害時要援護者リストに掲載

・要援護者の中で支援が必要な者＝災害時要援護者リストの対象者

70歳以上の
一人暮らし高齢者 重度の障がい者 要介護3以上の

介護認定者など
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ひ
か
り
が
丘
自
治
会
会
長
　
藤
堂
　
宏
子

東
松
ヶ
丘
自
治
会
会
長
　
相
田
　
浄
司

呉
市
の「
災
害
時
要
援
護
者

　
　
　

避
難
支
援
プ
ラ
ン
」を
視
察
し
て

三
木
市
自
治
会
組
織
と

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
現
状

　

北
地
区
自
治
連
合
会
は
、
平
成

二
十
二
年
十
一
月
十
二
日
に
広
島

県
呉
市
を
訪
れ
、「
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
呉
市
の
現
状
に
つ
い

て
、
呉
市
消
防
局
警
防
課
危
機
管

理
室
長
兼
消
防
指
令
長
の
谷
本
氏

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

呉
市
の
地
形
は
、
海
に
向
か
っ

て
傾
斜
し
た
す
り
鉢
状
で
、
土
砂

災
害
や
土
石
流
等
が
起
こ
り
や
す

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
総

務
省
消
防
庁
が
平
成
十
七
年
度

に
実
施
し
た
「
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
プ
ラ
ン
策
定
モ
デ
ル
事

業
」
の
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

呉
市
で
災
害
時
要
援
護
者
の

登
録
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
者

は
、
対
象
者
二
千
四
百
八
十
人

中
二
千
四
百
七
人
で
す
。
避
難
支

援
者
の
選
定
は
、
要
援
護
者
ま

た
は
そ
の
家
族
か
ら
直
接
お
願
い

す
る
方
法
を
取
っ
て
お
り
、
そ
れ

で
支
援
者
が
確
保
で
き
な
い
場
合

は
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
に

依
頼
し
、
避
難
支
援
体
制
が
整
っ

た
団
体
に
は
個
別
台
帳
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
支
援
者

が
確
保
で
き
て
い
な
い
対
象
者
が

千
四
百
六
十
五
人
お
り
、
支
援
者

が
い
て
も
一
人
だ
け
と
い
う
者
が
ほ

と
ん
ど
と
い
う
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
呉
市
で
も
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
避
難
支
援
体
制
が

整
っ
て
個
別
台
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
自
治
会
は
ご
く
わ
ず
か
と

の
こ
と
で
し
た
。　

　

生
駒
市
に
お
い
て
も
、「
災
害

時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」

を
地
域
で
実
際
に
運
用
し
て
い
く

に
は
、
十
分
な
検
討
と
準
備
が
必

要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
十
月
六
日
、
西

地
区
自
治
連
合
会
は
視
察
研
修
と

し
て
、
兵
庫
県
三
木
市
役
所
を
訪

問
し
、
市
職
員
、
区
長
協
議
会
連

合
会
役
員
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

現
状
を
拝
聴
し
た
。

一
、
自
治
会
組
織

　

三
木
市
は
人
口
約
八
万
三
千

人
、
区

※

長
協
議
会
は
十
地
区
・

百
九
十
四
自
治
会
で
構
成
。
自
治

会
加
入
率
は
約
八
十
％
、
区
長
協

議
会
連
合
会
は
毎
月
第
一
木
曜
日

開
催
し
て
い
る
。

二
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
議
会

　

平
成
十
九
年
頃
よ
り
検
討
が
始

ま
り
、
平
成
二
十
一
年
よ
り
市
民

協
議
会
設
立
ス
タ
ー
ト
（
対
象
小

学
校
区
七
、
中
学
校
区
三
、
計
十

地
区
あ
り
）。
六
地
区
が
設
立
さ

れ
、
平
成
二
十
三
年
度
中
に
全
地

区
設
立
予
定
。

　

市
民
協
議
会
は
小
、
中
学
校
区

単
位
に
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

活
動
例
と
し
て
①
ふ
れ
あ
い
ま

ち
づ
く
り
部
会
②
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
部
会
③
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

部
会
が
あ
る
。

三
、
行
政
の
役
割

　

地
域
の
公
民
館
が
ま
ち
づ
く
り

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
を
持
ち
、

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
担
当
」
を
公

民
館
に
二
名
配
置
、
地
域
の
課
題

対
応
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、
行
事

等
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
よ
ろ
づ

相
談
」
を
開
催
し
て
い
る
。

四
、
自
治
会
長
の
役
割

　
　（
連
合
会
長
談
）

　

自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り
市
民
協

議
会
の
位
置
づ
け
は
、
自
治
会
が

協
議
会
の
中
核
機
能
を
担
う
団
体

と
な
る
こ
と
が
希
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
自
治
会
長
が
ま
ち
づ
く

り
部
会
長
を
兼
任
し
て
い
る
ケ
ー

ス
あ
り
、
自
治
会
長
Ｏ
Ｂ
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

※
区
長
協
議
会
と
は
、
生
駒
市
の

地
区
連
合
会
に
相
当

三木市役所庁舎
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辻
町
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
自
治
会
会
長
　
森
岡
　
文
夫

中
菜
畑
一
丁
目
自
治
会
会
長
　
表
谷
　
光
一

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
街
づ
く
り
を

�

（
長
野
県
茅
野
市
）

市
民
自
治
研
修
に
参
加
し
て

�

（
福
井
県
敦
賀
市
）

　

平
成
二
十
二
年
度
中
地
区
自

治
連
合
会
視
察
研
修
が
、
平
成

二
十
二
年
九
月
十
七
日
か
ら
二
日

間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
長
野
県
茅
野
市
の

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
街
づ
く

り
」
の
実
施
状
況
を
担
当
部
局
か

ら
聞
き
取
る
な
ど
の
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

茅
野
市
は
平
成
七
年
に
「
福

祉
」「
環
境
」「
教
育
」
の
重
点
三

分
野
に
「
市
民
主
導
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
設
置
が
提
唱
さ
れ
、
長

い
時
間
を
か
け
て
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
街
づ
く
り
」
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
か

ら
第
二
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
線
か

ら
面
へ
の
展
開
が
な
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

茅
野
市
で
は
、
多
く
の
市
町
村

合
併
を
経
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

生
駒
市
の
よ
う
に
自
治
基
本
条
例

を
施
行
・
住
民
と
の
協
働
推
進
で

は
な
く
、
公
民
館
活
動
、
生
涯
学

習
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
発
展
を

活
用
し
な
が
ら
現
在
の
活
動
に
つ

な
げ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

各
地
域
の
自
治
会
活
動
が
弱
い

中
で
、
公
民
館
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
事
務
局
・
職
員
を
配
置
す

る
な
ど
の
予
算
措
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

隣
組
を
最
小
単
位
に
、
小
学

校
区
単
位
に
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
長
期
間
こ
の
施
策
に
取
り

組
ん
で
き
て
、
や
っ
と
具
体
的
活

動
・
第
二
ス
テ
ー
ジ
の
展
開
に
か

か
っ
て
い
る
感
が
し
ま
し
た
。

　

生
駒
市
で
の
同
型
の
協
議
会
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
も
、
各
部
局

の
連
携
と
、
自
治
会
の
役
員
の

益
々
の
研
修
と
努
力
、
多
く
の
市

民
団
体
へ
の
呼
び
か
け
が
必
要
と

気
付
か
せ
る
研
修
で
し
た
。

　

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
二
日

間
、
福
井
県
敦
賀
市
を
訪
問
し
、

ど
の
よ
う
な
住
民
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。
市
民
自
治
に
つ
い
て

研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
住
民
と
行
政
が

協
働
し
、
新
し
い
形
の
住
民
福
祉

を
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

敦
賀
市
は
、
人
口
約
六
万
八
千

人
で
す
が
、
校
区
ご
と
に
ま
と
ま

り
、
伝
統
行
事
を
大
切
に
し
、
市

の
資
料
館
も
あ
り
ま
す
。
特
に
山

車
を
多
く
持
ち
、
年
に
一
回
の
祭

り
に
は
校
区
全
体
で
参
加
し
、
当

日
は
学
校
も
休
み
で
す
。
高
齢
者

も
多
く
、
若
い
人
に
伝
統
を
受
け

継
い
で
も
ら
う
た
め
、
い
ろ
い
ろ

と
住
民
間
で
話
し
合
い
を
持
ち
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
校
区
で
い
ろ

い
ろ
な
問
題
の
解
決
に
向
か
っ
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
住
民
自
治

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
月
に
一
回

は
朝
市
も
開
催
さ
れ
、
町
の
活

性
化
に
も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
災
害

時
の
支
援
も
お
の
ず
と
見
え
て
き

ま
す
。

　

生
駒
市
で
は
、
自
治
基
本
条

例
が
平
成
二
十
二
年
四
月
に
で
き

ま
し
た
。
何
と
か
市
民
自
治
協
議

会
が
発
足
し
、
地
域
で
の
あ
ら
ゆ

る
問
題
解
決
に
努
力
し
、
行
政
と

協
働
し
て
町
を
活
性
化
し
て
、
住

民
福
祉
に
地
域
の
代
表
者
で
あ
る

自
治
会
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
思
い
を

い
っ
そ
う
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
研
修

で
し
た
。

　

自
治
会
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
行
事
な
ど
を
校
区
で
一
本
化
す

る
こ
と
や
、
安
心
安
全
問
題
を
整

理
し
バ
ラ
バ
ラ
で
活
動
す
る
よ
り

も
、
問
題
点
を
出
し
合
い
解
決
す

る
こ
と
が
、
市
民
自
治
の
第
一
歩

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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青
山
台
自
治
会
会
長
　
山
田
　
武
弘

地
域
づ
く
り
の
先
進
地
・

　
　
　
　
　

長
浜
市
を
訪
ね
て

市
長
と
自
治
会
長
が
直
接
話
し
合
う

　
　

地
区
別
懇
談
会
を
開
催

　

生
駒
市
が
市
民
自
治
協
議
会

の
設
立
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
二
十
二
年
十
月
の
自
治

連
合
会
県
外
研
修
は
、
そ
の
先
進

地
で
あ
る
滋
賀
県
長
浜
市
を
訪
れ

た
。

　

長
浜
市
の
説
明
で
は
、
地
域
づ

く
り
協
議
会
と
い
う
名
称
で
全

二
十
四
地
区
の
う
ち
十
二
地
区
で

設
立
済
。
協
議
会
設
立
済
の
十
一

地
区
で
は
地
域
づ
く
り
計
画
を
策

定
済
。
協
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
連

絡
会
議
で
情
報
交
換
し
、
リ
ー

ダ
ー
養
成
塾
で
新
し
い
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
て
い
る
。

　

空
き
地
を
利
用
し
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
福
祉
拠
点
施
設
が
完
成
し

た
地
区
、
空
き
家
を
利
用
し
た
子

育
て
支
援
事
業
が
始
ま
っ
た
地

区
も
あ
り
、
す
で
に
実
績
を
挙
げ

て
い
る
。
ま
た
、
転
倒
予
防
教
室

を
開
い
た
地
区
や
、
小
学
生
高
学

年
を
対
象
に
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
講
座
を
開
催
し
、
小
学
生
と

高
齢
者
の
交
流
が
生
ま
れ
た
地
区

も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
協
働
相
手
は

滋
賀
県
や
長
浜
市
だ
け
で
な
く
、

慶
応
大
学
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
が
加
わ
っ
た
例
も
あ

る
。
福
祉
拠
点
施
設
づ
く
り
で
は

厚
生
労
働
省
か
ら
一
千
万
円
が
交

付
さ
れ
、
県
か
ら
は
二
百
六
十
万

円
の
補
助
金
が
出
さ
れ
た
。
制
度

を
有
効
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
た
。
市
も
計
画
策
定
、

組
織
運
営
な
ど
折
に
触
れ
交
付
金

を
出
し
て
い
る
。

　

長
浜
市
街
地
の
伝
統
的
建
造
物

群
を
生
か
し
た
黒
壁
ス
ク
エ
ア
を

見
学
の
あ
と
、
京
都
市
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
土
砂
災
害
と

地
震
体
験
室
で
災
害
の
怖
さ
、
早

期
避
難
の
重
要
性
な
ど
を
学
ん

だ
。
地
元
の
課
題
は
地
元
で
解
決

す
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
て
い
れ

ば
、
災
害
時
に
も
住
民
の
助
け
合

い
で
初
期
対
応
は
あ
る
程
度
で
き

る
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
た
。

　

市
長
と
自
治
会
長
が
直
接
話
し

合
う
地
区
別
懇
談
会
を
、
六
月

か
ら
十
月
に
か
け
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
要
望
の
中
か
ら
、

東
地
区
の
「
新
病
院
の
現
状
と
今

後
」
を
紹
介
し
ま
す
。

東
地
区
（
六
月
十
三
日
）

Q
地
元
説
明
会
を
開
催
し
て
い
な

い
理
由
は
？
ま
た
、
な
ぜ
東
生
駒

な
の
か
？
な
ぜ
賃
貸
な
の
か
？

A
説
明
会
を
開
催
で
き
な
か
っ
た

の
は
、
議
会
の
同
意
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

な
ぜ
東
生
駒
な
の
か
に
つ
い
て

は
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
に

は
、
病
院
は
、
電
車
や
バ
ス
で
行

き
や
す
い
と
こ
ろ
に
造
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

幸
い
、
東
生
駒
の
駅
前
を
近
鉄

さ
ん
か
ら
お
借
り
す
る
こ
と
が
で

き
、
東
生
駒
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
賃
貸
な
の
か
で
す
が
、
近

鉄
さ
ん
か
ら
買
え
れ
ば
よ
い
の
で

す
が
、
交
渉
の
結
果
、
賃
貸
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
指
定

管
理
者
の
施
設
使
用
料
毎
年
約

一
億
六
千
万
円
と
市
立
病
院
の
開

設
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
で
、
賃
料
を
払
っ
て
い
く
枠
組

み
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
お
り
、

市
民
の
方
の
税
金
を
充
て
る
の
で

は
な
く
、
施
設
使
用
料
と
地
方
交

付
税
で
賄
い
ま
す
。

※
地
区
別
懇
談
会
以
後
の
状
況

　

九
月
議
会
に
、
指
定
管
理
者
の

指
定
議
案
と
病
院
事
業
会
計
予
算

議
案
を
提
出
し
、
可
決
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
は

医
療
法
人
徳
洲
会
に
決
定
す
る
。

　

十
二
月
十
五
日
に
、
奈
良
県
か

ら
病
院
開
設
許
可
を
得
た
こ
と
か

ら
、
病
院
施
設
の
実
施
設
計
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。

○強風体験（京都市市民防災センター）

森口・荒木まで

高山製菓株式会社
〒630-0101生駒市高山町6785

検索

0120-6666-11 FAX0570-068-068
★ネット販売もご利用ください 高山製菓
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本
町
自
主
防
災
会
会
長
　
鉄
東
　
喬

自
主
防
甲
子
園
に
参
加
し
て

　

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
一

日
、
地
域
実
働
防
災
訓
練
（
自
主

防
甲
子
園
）
が
、
生
駒
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
自
治
会
や
自
主
防
災
会
か

ら
十
一
チ
ー
ム
、
市
長
も
参
加
の

市
役
所
チ
ー
ム
を
含
め
十
二
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム

五
名
の
選
手
で
五
種
目
（
担
架
運

び
、
の
こ
ぎ
り
に
よ
る
材
木
切
り
、

土
の
う
作
り
、
テ
ン
ト
張
り
、
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
）
の
競
技
を
猛
暑
の

中
、
各
チ
ー
ム
楽
し
く
切
磋
琢
磨

し
、
点
数
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
年
齢
の
ハ
ン
デ
を

取
り
入
れ
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く

甲
子
園
と
銘
打
っ
て
す
る
か
ら
に

は
、
実
力
重
視
で
競
う
ほ
う
が

ベ
ス
ト
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

　

生
駒
市
全
体
で
百
以
上
の
自
治

会
や
防
災
会
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

今
後
、
毎
年
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

本
気
モ
ー
ド
で
行
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地

震
や
自
然
災
害
に
的
確
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
実
力
を
つ
け
る
よ
う

日
々
訓
練
を
や
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　

十
月
十
六
日
に
は
、
生
駒
小
学

校
で
行
わ
れ
た
避
難
所
体
験
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
実

践
的
な
気
持
ち
が
薄
く
、
や
や
遊

び
心
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
と
え
訓
練
で
も
遊
び
半
分
の

気
持
ち
が
あ
る
と
思
わ
ぬ
事
故
や

怪
我
等
が
起
き
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

こ
う
い
っ
た
場
合
、
チ
ー
ム
編

成
は
男
女
、
若
者
、
年
長
者
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
る
と
よ
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
訓
練
と
同
時
に
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
避
難
所
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
、
知
っ
て
い
る
の
か

近
所
の
確
認
、
防
火
用
水
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
場
所
の
確
認
も
大
変
重
要

な
の
で
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
反
復
訓
練
と
し

て
消
火
器
の
使
用
、
心
肺
蘇
生
訓

練
も
同
時
に
取
り
入
れ
る
の
も
良

い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
、
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
企
画
立
案
時
に
、

み
ん
な
で
相
談
し
て
進
ん
で
参
加

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

通産大臣認可　セレモニー事業協同組合

まごころ葬儀

生駒市本町６－１

(有)公 友 社

0743-75-444 4TEL

0742-47-4444
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

(有) 公友社 奈良営業所
奈良市秋篠町1180－43(押熊交差点南へすぐ）

☎

0743-75-3987

(有) 公友社 生駒営業所
生駒市桜ケ丘2－46(阪奈道路､辻町Ｉ．Ｃ大阪方面すぐ）

☎

0743-52-4444

(有) 公友社 大和郡山営業所
大和郡山市泉原町1－5

☎
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和洋庭園設計施工・外構工事

城　山　造　園
城山英章

〒630-0264　奈良県生駒市西菜畑町 1763
ＴＥＬ　０７４３－７４－２５２７

　 川 翠 松 園（有）

植木・和洋庭園・造園土木・外構工事
見積・設計・施工・管理
奈良県知事許可（般）第 7258号

〒630-0226　生駒市小平尾町 176番地
ＴＥＬ（0743）77－6344　ＦＡＸ（0743）77－8896

　この保険制度は、生駒市自治連合会に属する各自治会が自治会
活動中の偶然に発生した下記のような事故に対応するものです。

①損害賠償責任事故
　　自治会活動中（活動に従事中または自治会行事に参加中）、
参加者等第三者の身体や財物に損害を与え、自治会または住民
（自治会員）のかたが法律上の損害賠償責任を負担するような
場合。

②傷害事故
　　自治会活動中（活動に従事中または自治会行事に参加中）、
自治会長または自治会員自身が急激かつ偶然な外来の事故に
よってケガまたは死亡したような場合。なお、自宅と開催場所
との間の通常の経路における往復途上での事故も対象となりま
す。ただし、私的にどこかに立ち寄ったり、経路を逸脱したよ
うな場合は対象にはなりません。　　

　もし、事故が発生した場合は、自治会長と相談のうえ、「事故
証明書兼被保険者証明書」に所定の事項を記入して、事故発生か
ら１ケ月以内に自治連合会事務局（生駒市役所市民活動推進課内）
まで提出してください。

自治会活動中の保険制度について
　

平
成
二
十
二
年
度
奈
良
県
自
治

連
合
会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
、

昨
年
十
月
二
十
六
日
に
奈
良
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
は
、

住
民
自
治
組
織
の

役
員
と
し
て
、
地
域

住
民
の
福
祉
向
上

に
貢
献
し
、
行
政
の

円
滑
な
る
推
進
に
協

力
さ
れ
た
方
々
を
た

た
え
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
前
東
生
駒
月
見
町
自

治
会
の
中
川
勇
会
長
が
知
事
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

九
　
月

　
　
三
日
　
自
治
会
役
員
研
修
会

　
一
六
日
　
南
地
区
自
治
連
合
会
市
政
研
修
会

　
一
七
～
　
中
地
区
自
治
連
合
会
視
察
研
修

　
一
八
日
　

　
二
二
日
　
第
三
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
第
一
回
テ
ー
マ
別
部
会
（
市
民
自

治
）

　
　
　
　
　
第
一
回
テ
ー
マ
別
部
会
（
防
災
）

　
二
七
日
　
東
地
区
自
治
連
合
会
市
政
研
修
会

十
　
月

　
　
六
日
　
西
地
区
自
治
連
合
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
西
地
区
地
区
別
懇
談
会

　
一
三
日
　
第
四
回
正
副
会
長
会
議

　
一
四
日
　
中
地
区
自
治
連
合
会
市
政
研
修
会

　
二
二
日
　
南
地
区
自
治
連
合
会
視
察
研
修

　
二
六
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
自
治
功
労
者
表
彰
式

　
二
八
日
　
北
地
区
自
治
連
合
会
市
政
研
修
会

　
　
　
　
　
豊
橋
市
自
治
連
合
会
視
察
来
訪

十
一
月

　
　
八
日
　
第
二
回
テ
ー
マ
別
部
会
（
防
災
）

　
一
一
日
　
北
地
区
自
治
連
合
会
市
政
研
修
会

　
一
二
～
　
北
地
区
自
治
連
合
会
視
察
研
修

　
一
三
日
　

　
一
六
日
　
第
四
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
米
子
市
自
治
連
合
会
視
察
来
訪

　
一
八
～
　
奈
良
県
自
治
連
合
会
視
察
研
修

　
一
九
日
　

　
二
六
～
　
東
地
区
自
治
連
合
会
視
察
研
修

　
二
七
日
　

十
二
月

　
　
三
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会
研
修
会

　
　
七
日
　
第
五
回
正
副
会
長
会
議

　
一
三
日
　
第
二
回
テ
ー
マ
別
部
会
（
市
民
自

治
）

　
　
　
　
　
第
三
回
テ
ー
マ
別
部
会
（
防
災
）

　
二
一
日
　
第
四
回
編
集
委
員
会

一
　
月

　
一
一
日
　
第
四
回
テ
ー
マ
別
部
会
（
防
災
）

　
一
二
日
　
第
五
回
編
集
委
員
会

　
一
四
日
　
第
五
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
第
二
回
理
事
会

　
二
五
日
　
第
三
回
テ
ー
マ
別
部
会
（
市
民
自

治
）

　
二
七
日
　
第
二
回
全
体
集
会

二
　
月

　
　
四
日
　
第
六
回
正
副
会
長
会
議

　
　
九
日
　
第
六
回
編
集
委
員
会

日
　
　
誌

　

今
回
の
自
治
連
合
会
だ

よ
り
第
三
十
四
号
の
掲
載

記
事
の
内
容
は
、
今
年
新

し
く
設
け
ら
れ
た
テ
ー
マ

別
部
会
「
市
民
自
治
部

会
」
と
「
防
災
部
会
」
を

中
心
に
各
地
区
県
外
研
修
、
地
区

別
懇
談
会
、
自
主
防
甲
子
園
と
皆

さ
ん
が
一
番
関
心
が
あ
る
「
市
民

自
治
」
と
「
防
災
」
で
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

　

特
に
「
防
災
」
で
は
「
生
駒
市

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ

ン
」
を
、
各
自
治
会
で
ど
こ
ま
で

進
め
て
い
け
る
か
が
興
味
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
だ
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
て
い
な
い
自
治
会
や
、
立
ち
上

げ
て
は
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
活
動

さ
れ
て
い
な
い
自
治
会
に
、
少
し

で
も
役
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
委
員
長　

城
山　

英
章

編
集
委
員　

相
田　

浄
司

大
吉　

干
城

奥
森　
　

茂

絹
田　

克
司

城
山　

輝
幸

編集後記編集後記編集後記編集後記


